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事業番号

実施計画事業

実施計画事業以外の事業

令和元年度 事務事業評価シート
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【平成３０年度の実施状況】
　良好な学習環境を確保するため、小中学校（25校）に、作業員が1班2人体制で延べ６７回巡回し、棚・合唱台・ざら板等の
作成、施設の小規模な修理、体育用具等の補修や側溝等の清掃を行った。
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４．総合評価

千円 節 節事務事業評価による額

　小中学校環境整備事業で行う作業のうち、学校で対応可能な作業は、できる限り学校で実施して
もらうこととし、平成３０年度予算においては、前年比861千円を削減した。
　しかし、学校用具の作成、補修など各学校では対応ができないものがあるため、学校の要望に応
じた作業を、この事業により実施していきたい。
　また、この事業を実施することにより、教職員が作業により時間を割かれることが減少し、教職員
の多忙化解消に資するとともに、児童生徒と向き合う時間を確保することができる。
　以上を鑑み、当該事業のボリュームを現状規模で維持すべきものと判断した。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

　事業費は、平成３０年度予算において、前年比861千円を削減した。
　事業の効果を全校に波及できるように、学校からの作業員の派遣希望日数を考慮しながら、でき
るだけ多くの学校に作業員を派遣した結果、成果指標は、実績が目標を上回っており、十分に事業
の効果があったと考えられる。
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